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施 策 名

区分

交通安全対策の推進

強

算 定 方 法

評 価 責 任 者 課長　中島　恭庸

交通事故死者数 交通事故死傷者数(令和３年から交通事故死傷者数から重傷者数へ変更となる)

県交通安全計画（５か年計画）で死者数の抑止目標を設定している。 選 択 理 由 　県交通安全計画で示された交通事故死傷者数の目標値は達成に至った。
　第11次愛媛県交通安全計画において、交通事故死傷者数から重傷者数を新たな目
標値とした。

算 定 方 法年間における県内で発生した交通事故死者数（警察統計による） 年間における県内で発生した交通事故重傷者数（警察統計による）
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予 算 施 策
コ ー ド
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成果と指標
の関係

成果指標A

連 絡 先

達成率

こ れ ま で の 取 組 み

　県交通安全実施計画及び交通安全県民総ぐるみ運動実施要綱をそれぞれ策定し、関係機関・団体と連携して、各季の交通安全運動の推進等を実施するほか、交通事故被害者救済の
ため交通事故相談所による被害者支援等に取り組んでいる。
　自転車安全利用促進条例の基本理念である「シェア・ザ・ロード」の精神の浸透を図るために、「思いやり１.５ｍ運動」及び「走ろう！車道運動」の普及啓発を行うとともに、令和３年度は
　　　・松山市内居住の高齢者約70人を対象に帽子型ヘルメット着用促進モニター事業を展開し、ヘルメット着用機運の醸成を図った。
　　　・自転車の走行が認められた歩道上での速度抑制に向け、中・高校生等から標語募集し、今治市内中心部の自歩道に標語看板として掲示、自転車通勤者等へ意識啓発を行った。
　　　・ライフステージに応じた交通安全教育を県内主要スーパー３店舗で展開し、VR体験や自転車シミュレータ体験の他、あらゆる世代に対するヘルメット着用を呼び掛けた。
等の事業を展開した。
　令和４年度の新規事業では、「自転車安全利用ＣＭコンテスト等」委託事業を予定し、中・高校生から高齢者まで幅広い年齢層の県民に交通安全を自分のこととして捉えてもらうようＣＭ案
を応募してもらい、最優秀作品等を映像化して、テレビCM,YouTube等で繰り返し放映し、県民の意識啓発を行う。

消防防災安全課担 当 部 局 名

施 策 の 内 容

施 策 の 目 標

県民環境部 防災局

　県民の交通安全意識の高揚と事故被害者支援体制の充実を図り、安全・安心で快適な生活環境づくりを進めるとともに、自転車利用者の交通安全意識を向上させ、自
転車の安全で快適な利用促進を図る。
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　県の関与の必要性

　成果指標A

　成果指標B
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施 策 の 評 価

参考：構成事務事業の評価
の平均値

成果動向

　交通安全対策基本法第４条に県の責務として「その区域における交通の安全に関し、国の施策に準じて施策を講ずるとともに、当該区域の実情に応じて施策を策定
し、及びこれを実施する責務を有する」と明記され、また同法第16条に県交通安全対策会議を設置するとともに、その推進機関として交通安全県民総ぐるみ運動愛媛
県本部（本部長：知事）を設置し、関係機関・団体が行う各種交通安全対策の調整及び総合的な推進を行うこととされている。

・自転車安全利用促進事業費は、「愛媛県自転車の安全な利用の促進に関する条例」の基本理念である「シェア・ザ・ロード」の精神の普及浸透を図り、自転車安全利用意識の更なる向上を図るた
め、事業を継続する。
・交通安全推進費は、春・秋・年末の全国交通安全運動、県民総ぐるみ運動、交通安全県民大会など県として取り組む事業を継続する。
・交通事故相談所運営費は、交通事故被害者支援の充実・強化を図るため、専門の相談員による質の高い相談業務を継続して推進する。

　県内の人口が減少傾向であるなか、高齢者の比率は増加傾向にあり、死者数を減少させるためには、高齢者対策を最優先に取り組む必要がある。また、自転車が関与する交通事故で
は、衝突時または転倒時による頭部の損傷が致命傷となる交通事故が発生しており、ヘルメット着用促進に向けて交通安全意識の向上を図る必要がある。

成果向上
余地

順調・向上 説
　
明

2.17

成果向上が可能

　県では第10次愛媛県交通安全基本計画(平成28年度から令和２年度）において「死傷者数4,500人以下」と目標設定し、死傷者数は平成30年から4,114人、3,210
人、2,719人と目標を達成するなど、一定の効果を上げた（交通事故発生件数と負傷者数はともに17年連続で減少）。
　第11次愛媛県交通安全計画では、交通事故死傷者数から重傷者数（400人以下）へ目標変更したところ、今後も、引き続き、交通安全県民総ぐるみ運動愛媛県本部
関係機関・団体との連携により、交通安全教育、街頭指導取締り及び広報啓発活動を行うなど、県民の交通安全意識の醸成を図ることで、より効果の向上が見込まれ
る。

施 策 の 今 後 の 方 向 性 

大幅な成果向上が可能

成果向上
余地

説
　
明

横這い成果
動向

　県では第10次愛媛県交通安全基本計画(平成28年度から令和2年度)において「死者数50人以下」と目標設定し、死者数は令和元年から42人、2年は48人、3年は50
人と目標を達成するなど、一定の効果を上げた。
　今後は、第11次愛媛県交通安全計画に示した「死者数33人以下」の目標達成に向け、引き続き、交通安全県民総ぐるみ運動愛媛県本部関係機関・団体との連携に
より、交通安全教育、街頭指導取締り及び広報啓発活動を行うなど、県民の交通安全意識の醸成を図ることで、より効果の向上が見込まれる。



４－１　事務事業管理シート（評価対象事業）

1 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 3 2 2 2 事業費計 13,415 11,963 11,933 7,493

実績 2 2 2 国費 6,543 5,818 5,832

達成率 - - - その他 1,500

単位 計画 105 125 145 186 県費 6,872 6,145 6,101 5,993

実績 105 126 176 事業費計 12,530 9,862 5,367

達成率 100.00% 100.80% 121.38% 国費 6,197 4,921 0 方向１

単位 計画 9 4 9 11 その他 方向２

実績 4 9 11 県費 6,333 4,941 5,367 方向３

達成率 225.00% 44.44% 81.82% 人役 0.6 0.6 0.6

人件費 4,084 4,060 3,630

2 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
最終目標
（R7）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 0 0 0 0 事業費計 1,521 1,535 1,612 1,472

実績 0 1 1 国費

達成率 - - - その他

単位 計画 2400 2400 2400 2400 県費 1,521 1,535 1,612 1,472

実績 2400 200 100 事業費計 1,387 851 922

達成率 - - - 国費 方向１

単位 計画 50 50 33 33 33 その他 方向２

実績 42 48 50 県費 1,387 851 922 方向３

達成率 84.00% 96.00% 151.52% 人役 1.2 1.2 1.2

人件費 8,168 8,120 7,260

3 指標動向 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度
成果
動向

3成果横ばい
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 1 1 1 1 事業費計 2,606 2,883 3,060 3,108

実績 1 1 1 国費

達成率 - - - その他

単位 計画 29 29 29 29 県費 2,606 2,883 3,060 3,108

実績 29 29 29 事業費計 2,551 2,754 2,943

達成率 - - - 国費 方向１

単位 計画 435 489 473 336 その他 方向２

実績 489 473 336 県費 2,551 2,754 2,943 方向３

達成率 112.41% 96.73% 71.04% 人役 0.5 0.5 0.5

人件費 3,403 3,383 3,025

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

成果 ＋ ﾌﾛｰ

実施
期間

始期 終期

S42
予定・見込
があれば記

入

交通事故関係者（特に被害者）救済対策として、交通事故相談活動その他交通事故被害者援助活動を行
い、交通事故被害者の福祉の向上に寄与する。

交通事故相談所運営費
コスト

（単位：千円）

評
価

見
直
し
方
向
性

交通事故被害者等は、精神的にも大きな衝撃を受けているう
え、交通事故に係る知識・情報が乏しいことから、交通事故に
関する相談を受けられる機会を充実させる必要がある。

被害者の保護・救済を図るためにも、今後、更なる救済対策の
充実を図る。

指標種類1 指標名称1

予
算

相談処理件数 件数

活動 0 ﾌﾛｰ 相談員数 人

指標種類2 指標名称2

活動 0 ﾌﾛｰ 週間の相談所解開設時間 時間
決
算

予
算

活動 0 ﾌﾛｰ
交通死亡事故多発緊急事
態宣言の発令回数

回

指標種類2 指標名称2

活動 0 ﾌﾛｰ
交通安全人の輪作戦、交
通安全県民大会参加人数

人
決
算 見

直
し
方
向
性

このまま継続

指標種類3 指標名称3 　

成果 ＋ ﾌﾛｰ 交通事故死者数 人

実施
期間

始期 終期

S37
予定・見込
があれば記

入

県民一人ひとりの交通安全意識の高揚を図り、県民総ぐるみで交通事故を防止するため、各種交通安全
活動を積極的に推進するもの。

評
価

事業
所数 決

算 見
直
し
方
向
性

実施
期間

始期 終期

H24
予定・見込
があれば記

入

県が目指す「サイクリングパラダイス愛媛」を実現するには、自転車安全利用の機運醸成が不可欠であり、
県条例の基本理念である「シェア・ザ・ロード」の精神の普及浸透、ヘルメット着用促進等を図る必要があ
る。

指標種類3

自転車安全利用促進強化事業費
コスト

（単位：千円）

交通安全推進費
コスト

（単位：千円）

指標種類1 指標名称1

　

成果 － ﾌﾛｰ 自転車の交通事故死者数 人

予算施策名 kk05 交通安全対策の推進

指標名称3

活動 0 ﾌﾛｰ
自転車安全利用研究協議
会

回

指標種類2 指標名称2

活動

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

＋
このまま継続

ｽﾄｯｸ
「思いやり１．５ｍ運
動」の普及啓発

事業の概要

交通安全意識と交通マナーを身に付けるためには、国民一人
一人が交通安全の確保を自らの課題として捉えるよう意識の
改革を促すことが重要であり、段階的かつ体系的な交通安全
教育を展開する。

交通事故被害者等の痛みを思いやり、交通事故を起こさない
意識を育てることが重要である。

事業の概要

事業の概要

交通安全教育・普及啓発活動については、国・自治体・警察・
学校・地域社会・企業・家庭等それぞれの特性を生かし、互い
に連携を取りながら活動を推進する必要がある。

交通安全教育・普及啓発活動の意義・重要性等について関係
者の意識が高まるよう努めていく。


